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１ あいちスタートアップ・エコシステム形成の背景

(人工知能)

（モノのインターネット） （分析的マーケティング）

自動車産業

・モビリティ
サービス

・コネクテッド
・自動運転
・シェアリング
・EV化
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自動車産業の歴史的大変革の中で、デジタル技術の加速度的な進展に伴う産業構造転換への対応

グローバル
イノベーション都市

持続的な成長軌道

CASE ＋ MaaS

AI

IoT/5G ビッグデータ

スタート

アップ

原動力
（起爆剤）

※ スタートアップは、アジャイル開発を通じて、新市場・顧客を生み出しブルーオーシャン市場を開発。この市場に対して、

新たなコト・体験・価値（モノ・サービス・情報）を投入。競合がない中で、スタートアップし、イノベーション創出に貢献。

独立スタートアップのほか、事業会社内、事業承継時の事業創出モデル。

GX DX
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２ あいちスタートアップ・エコシステムの概念図

Seed/Early Stage
ビジネス萌芽の発掘と育成
（スタートアップ創出）

Expansion Stage
革新的ビジネスモデルの戦略的展開
（オープンイノベーション）

Later Stage
グローバル市場への果敢な挑戦

（アウトバウンド強化・拡大）

All Stage
全世界からあいちへの呼び込み
（インバウンド強化・拡大）

愛知県

スタートアップを起爆剤に

イノベーション創出土壌の形成

Aichi-Startup戦略の理念・目的
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⚫ 世界最先端技術・ノウハウの存
在（高度な要素技術/基盤技術）

⚫ 自動運転、ロボット等最新モノ
づくり企業中心のネットワーク

⚫ 国土の中心となる地理的優位性

⚫ 歴史的にベンチャースピリット
を持った人材が豊富

⚫ スタートアップ創出要請拡大
⚫ CVC、VCの活発化
⚫ CASE、MaaSの動向から愛知県産

業構造転換要請
⚫ 愛知県内大学でアントレプレナー

活動の活発化
⚫ ソーシャル・スタートアップの台頭

⚫ メタバース等、新しいビジネス機
会の創出

●モノづくり企業・最先端技

術とスタートアップ・最先端

ビジネスモデルとの融合

●革新事業の創造による社会

的課題解決の推進

●スタートアップ創出・育

成・展開・誘致を柱とする地

域総合戦略の策定

●事業承継・第二創業等を機

会とする新ビジネス展開の促

進

スタートアップ成功体験の地

域内での共有化

機

会

⚫ 国内外でエコシステム形成による
新産業振興の活発化

⚫ 東京圏におけるスタートアップの
圧倒的な吸引力の存在

⚫ 自動車産業分野における最先端シ
ステム（自動運転システム等）開
発拠点の県外形成

⚫ 国際的な地政学リスクの発生

脅

威

強 み

⚫ スタートアップに関心が低い

⚫ スタートアップの成功体験が共
有されてない

⚫ QCD重視の経営体質（新事業挑
戦のインセンティブが低い）

⚫ 安定・地元志向の就業環境

弱 み

《基本コンセプト》

愛知県独自のスタートアップ

エコシステムの形成

“モノづくり融合型”の愛知県

独自のスタートアップ・エコ

システムの形成

３ 戦略の方向性1：地域特性の分析
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Aichi-Startup戦略

近年の愛知・名古屋の地域固有のポテンシャル（強み）

出典：柴山＠愛知県作成

• 愛知・名古屋の強みである自動車・航空宇
宙・ロボットはイノベーションの塊

• 事業会社のオープンイノベーション戦略

世界に誇れる

イノベーション創出力

• ノーベル賞の大学・研究機関

• 世界レベルのディープテックの出現

ハイレベルな

ディープテック

• 事業会社の『働き方改革』や『休み方改革』
を進める中で兼業・副業が進行。
新たなスタートアップ創出予備軍の出現

新たなスタートアップ

創出予備群の出現

• 農業・食、健康・福祉、MaaS、文化、スポー
ツ、環境などの社会的課題をテーマとするス
タートアップの出現

ソーシャル

スタートアップの創出



３ 世界イノベーション創出都市の中核的プロジェクト

プロジェクトが目指す４つの展開方向

展開方向1：オープンイノベーション推進による現行産業の付加価値創造

展開方向2：スタートアップのグロースによる新産業の創出・育成

地域の事業会社

（モノづくり事業等）

SUの革新的技術／

革新ビジネスモデル

CVC

SVC

M&A

業務提携

SUによる新産業の

創造

世界トップレベルの
愛知の地域経営
資源の提供

自動車産業群

ロボット／航空

宇宙／ヘルスケ

ア産業群

大学等の

高等教育機関

国立研究所

高度研究機関

等

ユニコーンへの

成長
IPO／M&A

VC、エンジェル等による資金供給

展開方向4：事業承継・第二創業等を機会とする新ビジネス展開の促進

現行事業会社の事業承継・第二創業等を機会とする、革新的新ビジネス展開支援
［イントレプレナーシップの育成］

展開方向3：革新事業の創造による社会課題の解決と社会構造の最適化

スタートアップや事業会社がテーマ別イノベーションプロジェクトに参画し、社会課題の解決
を図るとともに、オープンイノベーションとスタートアップの育成を実現。
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３ 戦略の方向性２：地域の目指す姿

グローバル・イノベーション都市の形成（SUを起爆剤にイノベーション創出土壌の形成）

展開方向5：グローバル・エコシステム形成の推進

海外支援機関・大学との連携拡大による施策を強化し、海外市場への展開をサポート。



革新事業創造戦略
～ 革新事業創造戦略会議 ～

Aichi-Startup戦略
～ Aichi-Startup推進NW会議 ～

主な改正

展開方法３：革新事業の創造による社会課題の解決と社会構造の最適化
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イノベーション創出フェーズ イノベーション展開フェーズ

【事務局：愛知県イノベーション企画課】 【事務局：愛知県スタートアップ推進課
愛知県海外連携推進課】

世
界
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
都
市
の
形
成

① オープン
イノベーション

② SUグロース

③ 社会課題の解決

④ 事業承継・
第二創業

P
P

P

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
組
成



○ 「革新事業創造戦略」（2022年12月策定）に基づき、民間提案を起点とした官民連携による

絶え間ないイノベーションの創出を図るプラットフォーム「A-IDEA」の構築。民間補助制度も併設。

推 進 体 制
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主な改正

あいちデジタルヘルス

プロジェクト

あいち農業イノベー

ションプロジェクト

あいちモビリティイノ

ベーションプロジェクト

あいち環境イノベー

ションプロジェクト

あいちスポーツイノ

ベーションプロジェクト

と連携

①

②

③

④

⑤

展開方法３：革新事業の創造による社会課題の解決と社会構造の最適化 2024予算
115,754千円



主な事例

① あいちデジタルヘルスプロジェクト

○デジタル技術の活用と産学官の連携により、「健康寿命の延伸」と 「QOLの維持・向上」に貢献。

認知症対策に重点化。プロジェクトの推進母体として、「あいちデジタルヘルスコンソーシアム」を設立。

あいちデジタルヘルスコンソーシアム
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①：フレイルへの進行予防 柱②：生きがいづくり 柱③：地域居住・生活支援

1.ライフログデータ活用の支援

2.PHR活用の予防運動プログラム

3.デジタル食事改善プログラム

4.オンライン活用の社会的交流支援

5.独居高齢者向けの外出・交流支援

6.対話ツールでアクセンシビリティ向上

7.対話型ツールによるモニタリング

2024予算
318,598千円



〇 担い手不足等の従来からの課題・カーボンニュートラル等の新たな課題に対応。

スタートアップ、大学、農業総合試験場の連携を強化し、新たな農業イノベーションを創出。

② あいち農業イノベーションプロジェクト

主な事例

主な研究開発事例

農業用アシストスーツの開発 （テスト販売開始）

ドローンによる生育診断のための画像処理技術の開発 （現地試験開始）

ゲノム解析を用いた虫害抵抗性水稲品種の開発

環境DNA検出キットの開発

AIによる大葉の病害虫診断技術の開発 （現地試験開始） ドローン生育診断

あいち農業イノベーション研究会 土地利用型作物のスマートモデル

データ駆動型施設園芸モデル

持続可能な畜産モデル

テクノロジーで魅せる愛知ブランド

未来へ繋げるサステナブル農業

デジタルで結ぶスマートサプライチェーン

○ 構成員
愛知県【会長】
名古屋大学
中部大学
名城大学
豊橋技術科学大学
愛知県立大学
JA愛知中央会
JAあいち経済連
東海農政局

テーマ別ワーキンググループ
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2024予算
118,133千円



■目的 〇 ドローン・空飛ぶクルマ・自動運転車が同時に安全に制御され、人やモノの移動に「境界」がなくなった
新しいモビリティ社会の構築を図る。

〇 新しいモビリティ社会の実現に向けた革新的ビジネスモデルの創出を図り、その社会実装を通じて社会課題
（物流クライシス、人の移動の多様化・最適化、災害対応）を解決する。

〇 自動車・航空宇宙産業の世界的な集積地である強みを生かし、次世代モビリティの基幹産業化を図る。

③ あいちモビリティイノベーションプロジェクト

３ 世界イノベーション創出都市の中核的プロジェクト主な事例
2024予算

230,102千円
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愛知県、民間事業者６社
※プロジェクトの立ち上げに関する

基本合意にいたり、連携協定を

締結（2023年５月）

※㈱プロドローン、㈱ジェイテクト、

名古屋鉄道㈱、㈱SkyDrive、

㈱テラ・ラボ、VFR㈱

2023年度に策定した「推進プラン」に基づき、以下の取組を進める

（１）ローンチモデル(2026年度に社会実装を目指す)の実装に向けた取組

○ 物流用ドローンの社会実装に向けた実現可能性調査及び運営事業

者の参入支援

○ 大規模災害発生直後及び平時のビジネスにおけるドローン活用可能

性の検討

○ 空飛ぶクルマ社会実装に向けた事業適地の調査等の実施

（２）次世代モビリティの基幹産業化に向けた調査

（３）次世代モビリティの社会受容性向上に向けた普及啓発

好循環の実現

柱１ 空と道がつながる新しいモビリティ社会の実現

（需要の創出）

革新的ビジネスモデルの国内外への横展開による需要の拡大

柱２ 次世代空モビリティ産業の基幹産業化
（供給力の強化）

国内外の需要を愛知県内に取り込み、産業拠点としての機能を強化

プ ロ ジ ェ ク ト の 目 指 す 姿 事 業 内 容

推 進 体 制



④ あいちスポーツイノベーションプロジェクト

主な事例
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2024予算
79,000千円

○ STATION Aiのオープン、愛知国際アリーナの開業、アジア・アジアパラ競技大会の開催を起爆剤として、スポーツ

の成長産業化や新たなビジネスチャンスの創出を目指すため、「スポーツDXによる新レガシー共創事業 ‟AiSIA

（アイシア）”」を推進。



３ 世界イノベーション創出都市の中核的プロジェクト

⑤ あいち環境イノベーションプロジェクト

主な事例

○ カーボンニュートラルやサーキュラーエコノミーなど環境分野の課題に対応するため、スタートアップ等
との連携を図り、環境イノベーションの創出、社会実装に向けた取組を推進する。

事業内容

プロジェクトイメージ
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⚫ 環境分野の課題をテーマに、スタートアップを対象に解決に資する技術やアイデアを募集。WG立ち上げ事業化を伴走支援

⚫ 企業、投資家向けの連携促進交流会及び取組の成果を発信する報告会を開催

2024予算
68,238千円
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展開方法３：革新事業の創造による社会課題の解決と社会構造の最適化

愛知県の新たなイノベーション創出スキーム

スポーツ
スタ-ト

アップ

事業

会社

モビリティ

農 業

デジタルヘルス

環 境

グローバル・イノベーション都市の形成

©Aichi International 
Arena Co.,Ltd.
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５ エコシステムのグローバル展開【海外プロジェクト】

フランス
◼ STATION F

◼ INSEAD

◼ パリ市

◼ Paris & Co

◼ IMT Atlantique

◼ Bpifrance

◼ AuRA地域圏

中国
◼ 清華大学

（Tusホールディングス）

◼ 上海交通大学

◼ 浙江大学

シンガポール
◼ シンガポール国立大学

アメリカ
◼ テキサス大学オースティン校

展開方法５：グローバル・エコシステム形成の推進《7か国16支援機関・大学との連携》

イスラエル
◼ イスラエルイノベーション庁

◼ Start-Up Nation Central

主な改正

ドイツ
◼ NRW州

韓国
◼ 慶尚南道

新たなパートナー
（2023年7月）

新たなパートナー
（2023年9月）



グローバルコミュニティの形成（具体的な連携の方向性）

５ エコシステムのグローバル展開【海外プロジェクト】

〇 世界各国のス

タートアップ支援

拠点とSTATION Ai

とで、情報共有や

プログラム連携
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先進的な

知見の取得

地域スタート

アップの海外

展開支援

海外スタート

アップの誘引・

地域企業

との共創

スタートアップ

施設間の

連携

〇 世界最先端のス

タートアップ支援

の知見方法論取得

〇 本地域のスター

トアップエコシス

テムを強化

〇 連携先機関の

ネットワークやリ

ソースを活用

〇 地域内スタート

アップの海外市場

展開支援

〇 地域産業集積と

融合する世界のス

タートアップ誘引

〇 地域企業との

オープンイノベー

ション促進

STATION Aiを核とするスタートアップ・グローバルコミュニティの形成
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コンソーシアムが拠点形成計画を策定

▷ 名 称：Central Japan Startup Ecosystem Consortium

▷ 代 表 者：中部経済連合会会長

▷ 構成組織：中部経済連合会、名古屋大学、愛知県、名古屋市、

浜松市始め259企業・団体・大学等

Central Japan 
Startup

Ecosystem 
Consortium

スタートアップと
新産業の創出が続く
新しい社会
「Next Society」の実現

Aichi-Nagoya 浜松

ものづくりスタートアップの
拠点としての役割を担う
「浜松バレー」の実現

共通の産業基盤
の集積

スタートアップ・グローバルコミュニティの形成

スタートアップ・エコシステム グローバル拠点都市

■概要 政府、政府関係機関、民間による集中支援 世界と伍するスタートアップ・エコシステム拠点形成

■認定 2020年7月、愛知・名古屋・浜松地域がスタートアップ・エコシステム「グローバル拠点都市」に認定



展開方向１ オープンイノベーション推進による現行産業の付加価値創造【50】 ①

全ステークホルダー向け施策

【愛知県以外の行政機関】【愛知県】
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【支援機関】

○共創コミュニティ創出支援事業(豊橋市)

○ナゴヤイノベーターズガレージ

・イノベーターズガレージ(スペース提供)

・CENT Pitch

・Innovator’s Garage Entrepreneur’s Society

・Music in the Garage！

・ビヨンドザボーダー2.0

・フューチャーコンパス

・未来創造プログラム

・大人のまなびなおし

● Aichi-Startup推進ネットワーク会議

● あいちグローバルスタートアップ

・エコシステム推進事業

● STATION Aiパートナー拠点事業

● STATION F連携事業

● ディープテック推進事業

○スタートアップブランド形成事業(名古屋市)

・豊橋サイエンス・コア

・東三河スタートアップ推進協議会運営

○サイエンス・クリエイト

○未来産業創出事業(豊橋市)

４ 地域総合政策パッケージ



展開方向１ オープンイノベーション推進による現行産業の付加価値創造 ②

【愛知県】

【愛知県以外の行政機関・支援機関】

事業会社向けオープンイノベーション施策
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●イスラエル支援機関連携事業

●中国支援機関連携事業

●INSEAD

Innovation Program for Aichi

●オープンイノベーション促進事業

●デジタル技術活用促進事業

●シンガポール国立大学との連携プログラム

●知の拠点あいち重点研究プロジェクト

●あいち産業科学技術総合センター管理運営事業

●ジェトロ、INVEST IN AICHI-NAGOYA 
CONSORTIUM、GNI協議会等のネットワーク
を活用した相談対応やインセンティブの提供

○ウェルネスバレー推進事業(ウェルネスバレー推進協議会)

○スタートアップ共創促進事業(名古屋市)

○先端技術社会実証支援事業(名古屋市)

○産業イノベーション推進事業(刈谷市)

○ものづくり共創支援事業(岡崎市)

○Go-Tech事業(中経局)

●あいちデジタルアイランドプロジェクト

○TIP＊S
(独立行政法人中小企業基盤整備機構中部本部)

○Meet Up Chubu(中経局)

○ジェトロDXポータル(ジェトロ)

○スタートアップ支援事業 (春日井市)

４ 地域総合政策パッケージ



展開方向１ オープンイノベーション推進による現行産業の付加価値創造 ③

【愛知県】

【愛知県以外の行政機関】

【支援機関】

国内スタートアップ向けオープンイノベーション施策
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○スタートアッププログラム
(一宮商工会議所）

○Meet Up Chubu(中経局)

○Go-Tech事業(中経局)

●オープンイノベーション促進事業

●国際ビジネスセミナー

●J-Startup CENTRAL(名古屋市との合同)

● 知の拠点あいち重点研究プロジェクト

●愛知県東京事務所、海外産業情報センター
(上海、バンコク)、ジェトロ等と連携した情報発信

●あいちデジタルアイランドプロジェクト

● A2(Aichi-Austin)
Innovation Kick-Start Program

●シンガポール国立大学との連携プログラム

●中国支援機関連携事業

●韓国慶尚南道支援機関連携事業

●ドイツNRW州支援機関連携事業

●愛知県インバウンドツアー・
フランスエコシステムツアー

○TOYOHASHI AGRI MEETUP(豊橋市)

○Urban Innovation TOYOHASHI(豊橋市)

○ものづくり共創支援事業(岡崎市)

○スタートアップ支援事業 (春日井市)

○スタートアップ共創促進事業(名古屋市)

○先進技術社会実証支援事業(名古屋市)

○スタートアップチャレンジ交付金(豊橋市)

○ウェルネスバレー推進事業(ウェルネスバレー推進協議会)

○オープンイノベーション推進事業(蒲郡商工会議所)

○TIP＊S(中小企業基盤整備機構中部本部)

４ 地域総合政策パッケージ



展開方向２ スタートアップのグロースによる新産業の創出・育成【98】 ①

人材発掘

小学生・中学生 高校生 大学生

●●小中高生起業家精神育成事業
（AICHI STARTUP SCHOOL）

●愛知県大学対抗ハッカソン

●小中学生起業家育成事業
（名古屋市）

●高校生スタートアップ
創出促進事業(名古屋市)

●キッズ＆ジュニアプログラム
（イノベーターズガレージ）

●ソーシャル・アントレ
プレナーシップ研修（Tongali）

●Tongaliイノベーターズチャンネル

●Tongaliスクール●Tongaliビジネス
プランコンテスト

●Tongaliアイデア
ピッチコンテスト

●リーン・ローンチ
パッド名古屋(Tongali)

●NCU Action Doors（名市大）
●スタートアップ海外企業の
職員子女等の教育の場の提供事業
（栗本学園） ●産学官連携による0→1を生み出す

能力開発プログラム
（名城大学社会連携センターPLAT）

22※ 黒字は愛知県の施策。

●SXSW学生派遣

●学生向け起業家育成プログラム

●創業教室（豊川市）

●２日間で創るビジネスアイデア(Tongali)

●BiZCON NISHIO（西尾市）

●産学連携プラットフォーム
「ConnectEd]提供事業（栗本学園）

４ 地域総合政策パッケージ



展開方向２ スタートアップのグロースによる新産業の創出・育成 ②

資金調達 人材育成 情報・ノウハウ
総合支援拠点

●PRE-STATION Ai

●OICX（名古屋大学）
●広域ベンチャー
ファンド（東海5大学）

●起業支援金

●あいちスタートアップビザ

●NAGOYA BOOST 1000

●スタートアップ
企業支援補助金(名古屋市) ●スタートアッププログラム

（一宮商工会議所）

●豊橋サイエンスコア
(サイエンス・クリエイト)

●Startup Garage
(サイエンス・クリエイト)

●宇宙ビジネス相談
デスク「宙サポ」

●東三河ビジネスプラン
コンテスト

●名古屋医工連携
インキュベータ
（中小企業基盤整備機構）

●創業チャレンジを促す
様々な取組
（愛知県信用保証協会）

●CNBベンチャー大賞
（中部ニュービジネス協議会、
名古屋商工会議所）

Seed
・

Early

23

●なごのキャンパス

●あいちスタートアップ
制度融資

●スタートアップ資金調達
支援事業

●●J-Startup CENTRAL

●実証実験エリア提供
（名古屋商科大学）

●あいちグローバルス
タートアップ・エコシス
テム推進事業

●メイカーズ・ラボとよはし
(サイエンス・クリエイト)

●創業支援メニュー
(日本政策金融公庫)

●スタートアップコミュニティ等
形成事業（名古屋市）

●Music in the Garage!
(イノベーターズガレージ)

●ビヨンドザボーダー2.0
(イノベーターズガレージ)

●大人の学びなおし
(イノベーターズガレージ)

●IGES(イノベーターズガレージ)

●社会人向け起業家育成プログラム

●未来創造プログラム
(イノベーターズガレージ)

●知財アクセラレーション
プログラム(中経局)

●超異分野学会豊橋フォーラム
(サイエンス・クリエイト)

●東三河スタートアップ
推進協議会の運営
(サイエンス・クリエイト)

●FASTER(中小機構)

●共創コミュニティ創出支援事業
（豊橋市）

●STATION F連携事業

活動場所提供

●Idea Stoa（名古屋大学）

●START大学・エコシステム推進型
GAPファンドプログラム(Tongali)

●アントレプレナーシップ教育科目
の必修化と企業支援(名古屋大学)

●スタートアップ創出型
萌芽的研究開発支援事業
（総務省東海総合通信局）

●グローバルスタートアップ
創出促進事業（名古屋市）

●BiZCON NISHIO（西尾市）

●クリエイション・コア名古屋
(中小企業基盤整備機構)

●スタートアップ挑戦支援制度
(中小企業基盤整備機構)

●名古屋ビジネスインキュベーター
金山／白銀(名古屋産業振興公社)

４ 地域総合政策パッケージ



Expansion
・

Later

●新あいち創造研究
開発補助金

●国内スタートアップ誘致PR

●スタートアップ等
販路開拓支援補助金(名古屋市)

●ICT企業等集積
促進補助金（名古屋市）

●グローバル・アクセラレー
ション・ハブ（ジェトロ）

●●A2Startup Innovation
Kick-Start Program

●シンガポール国立大学
との連携プログラム

●●新あいち創造産業
立地補助金

●知の拠点あいち重点
研究プロジェクト

24

All

●成長期待型投資
（名古屋中小企業投資
育成株式会社）

●藤田医科大における
スタートアップ支援

●エンジェル税制

●ナゴヤイノベーターズ
ガレージ

●国際ビジネス相談、海外
ビジネスハンズオン支援
(あいち産業振興機構)

●スタートアップブランド
形成事業(名古屋市)

●スタートアップ集積
促進補助金(名古屋市)

●●ディープテック推進事業

●スタートアップ採用支援事業

●Aichi-Startup推進
ネットワーク会議

●Urban Innovation
TOYOHASHI(豊橋市)

●ものづくり創造拠点
SENTAN(豊田市)

●CENT-Pitch
(イノベーターズガレージ)

●Go-Tech(中経局)

●SCAP(ジェトロ)

●●中国支援機関連携事業

●スタートアップ地域連携
グローバルイベント

●韓国慶尚南道支援機関連携事業

●水素・アンモニアの
社会実装推進事業

●ドイツNRW州支援機関連携事業

●ICTスタートアップリーグ
（総務省東海総合通信局）

●スタートアップチャレンジ
交付金（豊橋市）

●未来産業創出事業（豊橋市）

●サイエンス交流プラザ
（名古屋産業振興公社）



展開方向３ 革新的イノベーションによる社会的課題解決の推進【33】
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４ 地域総合政策パッケージ

【愛知県】

【愛知県以外の行政機関・支援機関】

○フューチャーコンパス（再掲）(ナゴヤイノベーターズガレージ)

○先進技術社会実証支援事業(再掲)(名古屋市)

○スタートアップブランド形成事業(再掲)(名古屋市)

○Urban Innovation TOYOHASHI(再掲)(豊橋市）

○未来産業創出事業(再掲)(豊橋市)

○TOYOHASHI AGRI MEETUP(再掲)(豊橋市)

○ウェルネスバレー推進事業(再掲)(ウェルネスバレー推進協議会)

○スタートアップいなざわ(稲沢市・稲沢商工会議所)

○未来創造プログラム(再掲)(ナゴヤイノベーターズガレージ）

○革新的イノベーション創出プログラム（名大）

○スタートアッププログラム（再掲）(一宮商工会議所）

○小型集積レーザー（TILA）コンソーシアム

（自然科学研究機構）

○デジタル変革＆イノベーション

（名商大ビジネススクール）

○スタートアップ推進

/アントレプレナーシップ教育（豊橋技科大）

○なごのキャンパス(再掲)(トヨタ不動産㈱)

○アントレプレナーシップ

/スタートアップ教育環境整備事業

(豊田工業高等専門学校)

○東三河スタートアップ推進協議会の運営
(再掲)(サイエンス・クリエイト)

○NCU Actuon Doors(再掲)(名市大)

●あいち農業イノベーションプロジェクト

●Aichi-Startup推進ネットワーク会議（再掲）

●革新事業創造事業費補助金

●あいち環境イノベーションプロジェクト

●あいちスポーツイノベーションプロジェクト

●あいちデジタルヘルスプロジェクト

●あいちモビリティイノベーションプロジェクト

●知の拠点あいち重点研究プロジェクト（再掲）

●INSEAD Innovation Program for Aichi（再掲）

●シンガポール国立大学との連携プログラム(再掲)

●STATION F 連携事業（再掲）

●Paris&Coとの連携

●革新事業創造提案プラットフォーム(A-IDEA)

●韓国慶尚南道支援機関連携事業（再掲）

●ドイツNRW州支援機関連携事業（再掲）



展開方向４ 事業承継・第二創業等を機会とする新ビジネス展開の促進【14】
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４ 地域総合政策パッケージ

【愛知県】

●Aichi-Startup推進ネットワーク会議(再掲)

●STATION Aiパートナー拠点事業(再掲)

●あいちスタートアップ創業支援事業費補助金(起業支援金)(再掲)

【愛知県以外の行政機関・支援機関】

○スタートアップブランド形成事業(再掲)(名古屋市)

○後継者育成塾、事業承継フォローアップ事業、

経営技術専門家派遣事業(あいち産業振興機構)

○名古屋商科大学ビジネススクール

アントレセンタープログラム

(名古屋商科大学ビジネススクール)        

○なごのキャンパス(再掲)(トヨタ不動産㈱)

○産業イノベーション推進事業(再掲)(刈谷市) ○東三河スタートアップ推進協議会の運営

(再掲)(サイエンス・クリエイト)

○未来産業創出事業(再掲)(豊橋市)

○共創コミュニティ創出支援事業(再掲)(豊橋市)

○スタートアップいなざわ(再掲)(稲沢市・稲沢商工会議所)

○スタートアップチャレンジ交付金(再掲)(豊橋市) ○スタートアッププログラム(再掲)

(一宮商工会議所)



４ 地域総合政策パッケージ

展開方向５ グローバル事業の展開によるエコシステムの強化 【10】

【愛知県】

【愛知県以外の行政機関・支援機関】
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○Tongaliイノベーターズチャンネル 海外編

●シンガポール国立大学との連携プログラム（再掲）

●Aichi-Startup推進ネットワーク会議（再掲）

● A2(Aichi-Austin)
Innovation Kick-Start Program（再掲）

●グローバル・インダストリー出展事業

●ディープテック推進事業（再掲）

●あいちグローバルスタートアップ
・エコシステム推進事業（再掲）

●韓国慶尚南道支援機関連携事業（再掲）

●ドイツNRW州支援機関連携事業（再掲）

●愛知県インバウンドツアー
・フランスエコシステムツアー

愛知県 77事業

展開方向１ 50

展開方向２ 98

展開方向３ 33

展開方向４ 14

展開方向５ 10

合計 205

施策数

※¹ 一つの事業の中で複数の
プログラムを実施している場合,
別の事業としてカウントしている。

※² 展開方向１については、施策の
対象者それぞれのページで重複を
許す形で施策を再掲しているため、
掲載している事業の数は、実際の
合計値である50よりも多くなって
いる。



世界最先端のグローバルスタートアップ・エコシステムと国内エコシステムの融合

「STATION Aiプロジェクト」

28

地域総合戦略

「Aichi-Startup戦略」

2018年4月にAichi-StartupNW会議設立
（メンバーは2024年3月1日現在316者）

１９行政機関６学識者

１７大学

海外の先進スタートアップ・エコシステム あいちスタートアップ・エコシステム

２１４企業

２７金融機関

３３団体

・宿泊施設・フィットネスジム

・スタートアップ・パートナー企業、
海外スタートアップ支援機関等向けオフィス

・テック・ラボ・あいち創業館
・託児施設・イベントスペース・会議室
・カフェ・レストラン・コンビニ

高
層
階

低
層
階

◆ビジョン

『すべての人にスタートアップのワクワクを』

◆機能構成・事業手法 PFI（BTコンセッション方式）

・事 業 者 ソフトバンク(株)が設立したSPC

「STATION Ai(株)」

・設置場所 名古屋市昭和区鶴舞

・延床面積 約23,600㎡（地上7階) [日本最大]

・利用者数 1,000社〔日本最大〕

×

「STATION Ai」
(2024年10月オープン)

STATION F
INSEAD
パリ市

Paris & Co

IMT Atlantique

Bpifrance

AuRA地域圏

清華大学
（Tusホールディングス）

上海交通大学
浙江大学

シンガポール国立大学

テキサス大学
オースティン校

Central Japan Startup Ecosystem 

Consortiumとして、愛知県、名古
屋市、浜松市、中経連、名古屋
大学など「グローバル拠点都市」
認定（2020年7月）

スタートアップ・エコシステム
グローバル拠点都市

愛知県が連携する７か国16機関のSU支援機関・大学

グローバル・イノベーション都市の実現
イスラエルイノベーション庁

Start-Up Nation Central

2024予算
10,829,594千円

NRW州
慶尚南道

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Softbank_mobile_logo.svg


STATION Ai

2024年10月のオープンに向け整備中
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STATION Ai
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STATION Ai
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会員区分

オープンイノベーション

パートナー企業

スタートアップ

パートナー企業

スタートアップ

スタートアップ

パートナー企業

STATION Ai

32

入居タイプ



STATION Ai
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2022年4月「PRE-STATION Ai」 STATION Ai㈱ 全面運営開始

３ 世界イノベーション創出都市の中核的プロジェクト

あいちスタートアップワンストップセンター

〇 相談業務

〇 行政支援窓口

〇 人材流動化支援窓口

意図的なセレンディピティ

〇 予期せぬ幸運な出会いから、新

たなアイデアや予想外のものを発見

ファウンダーズプログラム＆短期集中プログラム

34 5 6 7 8 9 10 12 2111

インキュベーションPG

アクセラレーションPG

インキュベーションPG

アクセラレーションPG

ファウンダーズ
プログラム

短期集中支援
プログラム

メンタリング
コミュニティ

ギルド

勉強会

交流イベント

Demo Day

マッチングイベント

34

スタートアップ支援拠点の展開
2024予算
302,567千円

※
STATION Ai



灯し屋㈱LEAPS

Dea Dora

株式会社Papillon
2022.10EXIT(M&A)

スタートアップ支援拠点の展開

「PRE-STATION Ai」メンバー357社で展開
Standardメンバー124社
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PRE-STATION Ai 

スタートアップ支援拠点の展開

統括マネージャー

コミュニティマネージャー

中島 順也
ディープコア

田中 正樹
SBイノベンチャー

山内 耕平
SBイノベンチャー

篠原 豊
エンジェル投資家

田中 仁
ディープコア

左 英樹
ディープコア

山本 有里
MTGベンチャーズ

奈良 勇輝
ディープコア

李 珊珊
ソフトバンク

篠田 周作
ソフトバンク

仮説検証中マーケティング、資金調達などスタートアップの有する
幅広い課題に関して、メンタリング支援を実施

事業会社、ＶＣ、金融機関等を招いたイベントの開催、
メンバー間の交流を促進するコミュニティの運営

市原 暁
STATION Ai㈱

片岡 裕貴
ソフトバンク

高田 健太
500 Global

片山 依里奈
ソフトバンク



スタートアップの成長を資金面でバックアップ

３ 世界イノベーション創出都市の中核的プロジェクト

項目 内容

GP

（運営者)

STATION Ai㈱と㈱ディープコア

による有限責任事業組合

LP

（出資者）

ソフトバンク㈱、愛知県、名古屋

市、県内事業会社や金融機関等

ファンド規模 15億円

投資対象
STATION Aiメンバー

※PRE-STATION Ai含む

投資ステージ プレシード/シード/シリーズA

存続期間 10年（延長：最大2年）

投資期間 5年

■目的 投資ファンドの運用により、PRE-STATION Aiメンバーの資金調達を支援（2022年5月設立）

■内容 ① STATION Ai株式会社と株式会社ディープコアをGPとする15億円のファンド

② プレシード～シリーズAのPRE-STATION Aiメンバーに対して投資を実行

③ 投資先の発掘や投資先支援などで、Central Japan Startup Ecosystem Consortiumと連携

ソフトバンクグループ株式会社の100%子会社のベンチャーキャピタル。2017年の設立以降、シード～アーリー
期の、AI（特にディープラーニング）及びその周辺領域技術をベースとしたビジネスを行う企業を対象にハンズオ
ン支援及び投資を実施。 37

入居スタートアップへの投資

STATION Ai Central Japan 1号ファンド
投資件数

14件



スタートアップ支援拠点の展開

38

STATION Aiパートナー拠点

STATION Ai

■目的 中核支援拠点「STATION Ai」を核とした、県内全域にわたるスタートアップ・エコシステム形成

■内容 ① 県内各地域にSTATION Aiと相互に連携・協力するSTATION Aiパートナー拠点の設立を促進

② 各地域でスタートアップ・エコシステムが自立的に発展できるように、スタートアップ

支援に積極的に取り組む地域を支援する統括マネージャーを配置

○ 行政、企業、大学等のコミュニティ形成
・ 県全域でのスタートアップ・エコシステムを形成促進

STATION Aiパートナー拠点との連携内容

○ STATION Aiが提供できるリソース
・ スタートアップ支援プログラム
・ 域外プレイヤーとの交流や誘引
・ 域内スタートアップの域外展開支援 等

○ 各地域が提供できるリソース
・ 地域企業を共創パートナーとして紹介
・ 実証実験フィールドの提供 等

STATION Ai パートナー拠点

STATION Ai
（PRE-STATION Ai）

相互補完

＊ パートナー拠点のコミュニティ内で
関与が期待される地域のプレイヤー

支援機関

企業大学等

金融機関 行政

「AICHI CO-CREATION PROGRAM」
スタートアップと地域のビジネス共創プログラムを実施。地域ネット
ワークを活用したスタートアップとの共創機会を提供。

2023年度実績

統括マネージャーの支援内容

○ STATION Aiパートナー拠点・第１号
・ 東三河地域の自立的な取組を促進

○ STATION Aiパートナー拠点・第２号
・ ウエルネスバレー推進協議会との連携

2024予算
62,171千円



■目的 「あいちスタートアップ・エコシステム」の魅力を全国/グローバルに発信し、域外・グローバルのステークホルダーを
誘引することで、本地域のブランド力強化やプレゼンス向上に繋げる。

■主体 愛知県、名古屋市、名古屋大学、中部経済連合会を中心として構成する内閣府グローバル拠点都市
コンソーシアムである「CENTRAL JAPAN STARTUP ECOSYSTEM CONSORTIUM」

■内容 栄、鶴舞地区などの都心部の複数会場にて、スタートアップ等のブース展示、スタートアップのピッチ、著名人などを
招いたセッションや基調講演、先端技術を用いた実証実験などを実施する予定。

コンソーシアムと連携したグローバルに地域の魅力を訴求するイベント（仮）

３ 世界イノベーション創出都市の中核的プロジェクトスタートアップ・グローバルコミュニティの形成
2024予算
130,000千円

時期

• 2025年2月頃 ／ 3日間（予定）

会場（想定）

来場規模

• 5,000人（予定）

STATION Ai ナゴヤイノベーターズガレージ

都心部の複数
会場で実施
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あいちグローバルスタートアップ・エコシステム推進事業（2021年度～）

５ エコシステムのグローバル展開【海外プロジェクト】

■内容 世界トップレベルのアクセラレーターによる

①愛知県の産業特性を踏まえた領域の国内スタートアップ成長支援

②同領域の海外スタートアップの愛知への誘引県内事業会社とのオープンイノベーション創出

2024予算
125,802千円

国内スタートアップの成長支援／海外スタートアップ誘引・県内事業会社とのオープンイノベーション

40

2023年度
実績※

グローバルスタートアップマッチングプログラム（対象：県内事業会社、海外スタートアップ）
愛知県の産業特性を踏まえた事業領域で活動する海外スタートアップを世界中から本県に誘引。

グローバルシードアクセラレータープログラム（対象：国内スタートアップ）
GX、マニュファクチャリング等、愛知県の産業特性を踏まえたテーマ特化型のシードアクセラレータープログラムを

実施し、愛知県のアセットを活用してグローバルで活躍できるスタートアップを育成

2024年度の内容

■対象 ①国内スタートアップ

②海外スタートアップ

③県内事業会社

■目的 ①国内スタートアップの成長支援

②海外スタートアップの愛知への誘引・県内事業会社とオープンイノベーション

③本県のスタートアップ支援の機運醸成、スタートアップ推進施策の先進性を発信



テキサス大学連携事業（2018年度～）

５ エコシステムのグローバル展開【海外プロジェクト】
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■目的 スタートアップ・エコシステムの先進地のノウハウの習得及びスタートアップ・エコシステム形成促進

■対象 グローバル展開を目指すスタートアップ、スタートアップ支援機関等

■内容 米国テキサス州・テキサス大学オースティン校（UTA）と連携

グローバル展開を目指すスタートアップ・起業家等の育成と先進地のノウハウ習得

先進地のノウハウ習得スタートアップの海外展開支援

海外展開ハンズオン支援

メンターによるメンタリングによる事業のブラッシュ
アップやビジネスパートナーの探索・連携事業

支援機関向けワークショップの実施

オースティンのスタートアップ・エコシス
テムの知見を当地に導入

2024年度の内容

海外スタートアップ支援機関・大学との連携

展示会出展支援 起業家派遣

SXSWへのスタートアップ出展支援 テキサス大学への若手起業家派遣

世界最大級のイベントSXSWへの、県内
スタートアップのブース出展

若手起業家等を1週間程度UTAへ
派遣し、現地のエコシステムを体感

ファイゲンバウム副学長との記念撮影
（2023年5月8日）

2024予算
72,770千円
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■目的 NUSのノウハウの導入による、本県におけるスタートアップ・エコシステムの形成・充実

■対象 スマートシティに関する課題を持つ県内関係者、県内スタートアップ、学生、起業予定者

■内容 スタートアップ・エコシステム形成促進

シンガポール国立大学（NUS）連携事業（2020年度～）

海外スタートアップ支援機関・大学との連携

Aichi Smart Sustainable City Co-Creation Challenge

県内事業会社と日本・シンガポールのスタートアップの協創による課題解決に向け
たアクセラレートプログラム

展示会出展プログラム

シンガポールで開催される展示会への県内スタートアップ出展支援（4社）

NUS Enterpriseサマープログラムへの県内大学生等の参加

シンガポール国立大主催アントレプレナーシップ養成プログラムへ県内の大学生を

派遣（３名）

マッチングイベント・セミナー等

NUSが支援するスタートアップと県内企業とのマッチングを目的としたイベントや

セミナー等の実施

BLOCK71開設に係る契約書締結式
（2022年8月）

2024年度の内容

ビジネス展開支援プログラムへの県内スタートアップの参加

シンガポール国立大主催東南アジア市場進出プログラムへ県内スタートアップを派遣（１社）

2024予算
72,975千円



フランススタートアップ支援機関（INSEAD等）連携事業（2020年度～）

５ エコシステムのグローバル展開【海外プロジェクト】
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■目的 フランスのスタートアップ支援機関のスタートアップ支援に関するノウハウを愛知県に取り込むとともに、
そのノウハウを活用して本県におけるスタートアップ・エコシステムの形成・充実を目指す

■対象 フランスのスタートアップ支援機関の知見を取り込みたいと考えている県内のスタートアップ関係者

■内容 フランスのスタートアップ支援機関と連携した人材育成プログラムや相互のツアーを実施

INSEADアジアキャンパス
訪問時の様子（2022年8月）

イノベーションプログラム（2020年度～）

企業内起業家（イントレプレナー）やスタートアップとのオープン
イノベーションを推進する人材の創出を目的とする、主に大企業向
けプログラム

他の主な取組

INSEADイノベーションプログラムの様子
（2020年12月）

2024年度の内容

Paris&Coによるスポーツイノベーションに対する個別アドバイス

IMT Atlantiqueと県内大学の交流促進支援

海外スタートアップ支援機関・大学との連携

世界第２位（※）の経営大学院INSEADと連携し、以下のプログラムを実施

中堅・中小企業向けプログラム（2023年度～）

新規事業や既存事業拡大に取り組む、県内の中堅・中小企業向け

プログラム

フランススタートアップ向け愛知県インバウンドツアー

県内スタートアップ向けフランスエコシステムツアー

2024予算
138,165千円



STATION F連携推進事業（2021年度～）

海外スタートアップ支援機関・大学との連携

■目的 STATION Aiが参考とする世界最大規模のスタートアップ支援機関「STATION F」の知見を共有

■対象 STATION AiのＰＦＩ事業者、愛知県スタートアップ・エコシステムのステークホルダー

■内容 STATION Fが主催・参画するイベントに県内スタートアップが参加

STATION Fが持つ知見をSTATION Aiの運営に活用するためのプログラム

2024年度
フランスス

タートアップ
支援機関連携
事業の一部

アドバイザリープログラム

2024年度の内容

マネジメントチームによるサポート

STATION Aiの運営についての疑問を解決するためのセッション

(3回（予定））

STATION F 主催・参画イベント・展示会への派遣

県内スタートアップをSTATION Aiが主催・参画するイベントや

展示会に派遣（2社）

44



中国支援機関（清華大学・Tus Holdings＆上海交通大学 ）連携事業（2020年度～）

海外スタートアップ支援機関・大学との連携

45

■目的 清華大学の傘下組織のTus Holdingsや上海交通大学と事業連携し、
愛知県と中国のスタートアップ・エコシステムの醸成・構築し、ビジネスチャンスを創出する

■対象 県内スタートアップ・県内企業、中国スタートアップ・中国企業

■内容 愛知・中国のスタートアップ・既存の企業のビジネスマッチング等

2024予算
61,221千円

県内スタートアップのハンズオン支援・中国企業等

とのマッチング

中国スタートアップが県内企業向けの

オンラインピッチを実施

▶県内スタートアップの中国市場展開支援プログラム

▶中国スタートアップと愛知県内企業のマッチングプログラム

▶展示会出展プログラム

中国・上海で、県内スタートアップが上海交通大学が主催

するイベントに参加し、中国企業等とのマッチングを実施

〔Tus Holdings連携事業〕

〔上海交通大学連携事業〕

中国現地にて、ピッチの様子

2024年度の内容



中国支援機関（浙江大学 ）連携事業（2023年度～）

海外スタートアップ支援機関・大学との連携
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■目的 中国浙江大学と連携し県内大学と浙江大学の学生が交流しながら、社会課題を解決に
導く革新的かつ柔軟なアイデアの発掘や、グローバルに活躍できる起業家を創出する

■対象 県内学生・浙江大学の学生

■内容 愛知県・中国の学生の創業支援

2024年度の内容

〔浙江大学連携事業〕

日中の経済情勢や最先端技術等の基礎知識を

取得するセミナー

浙江大学の学生と交流しながら、社会課題の解決に

向けたアイデアを創出するワークショップ

▶アントレプレナーセミナー

▶アイデアソン

▶中国でのピッチイベントツアー

アイデアソンでの優秀チームは、

中国現地でスタートアップのイベントでの

プレゼンテーションを実施 アイデアソンの様子



海外スタートアップ支援機関・大学との連携

イスラエル支援機関（イノベーション庁・Start-Up Nation Central）連携事業（2022年度～）
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2024予算
61,608千円

■目的 イスラエルイノベーション庁（IIA）及びStart-Up Nation Central（SNC）との連携の下、
県内企業とイスラエルスタートアップとのオープンイノベーションを通じた新規事業開発及び県内
企業が抱える課題解決を目指す。

■対象 新規事業開発を志向する県内企業３社/課題解決を志向する県内企業３社（計６社）

■内容 県内企業とイスラエルスタートアップの協業支援/マッチング支援

2024年度の内容

SNC連携事業「Aichi-Israelマッチング」

IIAとの合意書締結式（2022年5月） SNCとの覚書締結式（2022年5月）

IIA連携事業「新規事業創造プログラム」

2022年度～ 2023年度～（2年目） ２年プログラム１年プログラム

▶ メンタリングにより解決課題を明確化し、

現地でのビジネスミーティングにより

マッチングするスタートアップを選定

▶ 新規事業開発に向けて事業プランを明確化し、

現地のピッチイベントにより協業パートナー選定
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■目的 相互地域の企業や自治体職員の交流による、本県におけるスタートアップ・エコシステムの形成・充実

■対象 県内スタートアップ・県内企業、NRW州及び慶尚南道のスタートアップ・企業、自治体職員

■内容 スタートアップ・エコシステム形成促進

ドイツNRW州及び韓国慶尚南道支援機関連携事業（2024年度～）

海外スタートアップ支援機関・大学との連携

政府訪問及びスタートアップ関係調査

スタートアップ支援人材を訪問させ、ノウハウを共有

現地スタートアップの愛知県への進出等に関するニーズ把握

現地に進出している日系（愛知県）企業にヒアリング

ミッション団受け入れ

両地域から愛知県に関心のあるスタートアップ等のミッション団の受入
（PRE-）STATION Ai等の施設見学や海外向けのイベントへの参加

ヴュスト首相との記念撮影
（2023年7月）

2024年度の内容

慶尚南道との覚書締結式
（2023年9月）

連携を深めることで合意したドイツNRW州、韓国慶尚南道を対象に、

地域間交流を促進し、スタートアップ振興に関する連携の具体化

2024予算
11,182千円



あいちスタートアップビザ

「経営・管理」

地方公共団体による管理・支援の下で行う起業のための活動

在留資格「特定活動」

「経営・管理」「経営・管理」（６ヶ月）

特区制度

（６ヶ月） （６ヶ月）

（創業活動）
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外国人によるスタートアップ創出支援

■目的 愛知県内で創業を希望する外国人の在留資格の要件を緩和するとともに、創業にかかる経営支援を通じて

外国人による創業活動を促進させる

■対象 愛知県内で創業を希望する外国人

■内容 ① 通常の外国人の創業：在留資格「経営・管理」の要件の緩和

（起業準備活動の入国・在留期間を６ヶ月）

② スタートアップの創業 ：在留資格「特定活動」（起業）により、起業準備活動の入国・在留期間を

最長1年間

③ 創業時の経営支援（中小企業診断士による経営診断等）

2024予算
1,025千円

2017年度からの実績

67件

申請件数

54件

上陸件数
通常の外国人創業
（国家戦略特区制度活用）

スタートアップ
（IT分野・革新的技術

技能の活用）

あいちスタートアップビザ（2019年度～）（外国人創業活動促進事業（2017年度～） ）

上陸

上陸



AICHI STARTUP SCHOOL（2022年度～）
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■目的 起業など新たな価値を創造する人材を若年層から発掘・育成

■対象 小学生、中学生、高校生・高専生・専修学校高等課程生

■内容 ① 小中学生向け起業家精神育成プログラムの開催

② 高校生・高専生等向け起業家精神育成プログラム（基礎編・応用編）の開催

スタートアップ創出ステージ支援４ スタートアップの創出・育成支援【国内プロジェクト】スタートアップ創出ステージ支援

【小学生プログラム】 2023年度参加者 249名（県内4会場）

・ 身近な題材を基に、起業や会社設立・運営を体験するワークショップを

行います。

【中学生プログラム】 2023年度参加者 89名（県内4会場）

・ 起業を想定した事業計画の作成、模擬販売の実施します。

【高校生基礎編プログラム】 2023年度参加者 24名（県内３会場）

・ 事業アイデアの構築しビジネスモデルのピッチを行います。

【高校生応用編プログラム】 2023年度参加者 14名（県内１会場）

・ ビジネスプランの作成を通じた実践的起業体験し、事業計画のピッチを

行います。

2023年度の内容

2024年度(新規)

【高校向けアントレプレナーシップ教育出張授業】（県内10校程度）
・ 高校生が新たなキャリアの選択肢を知り、アントレプレナーシップの重要性を理解してもらうため、高校の授業の中で、
起業や新規事業創出に携わる方から、自身のキャリアや事業を行うきっかけ等を聞く出張授業を実施します。

2024予算
27,974千円



学生向けプログラム・社会人向けプログラム（2023年度～）
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■目的 「革新的ビジネスアイデア」を持った人材、生み出したい人材を発掘し、スタートアップ起業者として育成

■対象 【社会人向け】社会人・既存企業・スタートアップ支援者等

【学生向け】国内外の大学院、大学、専門学校、高校生等

■内容 【社会人向け】超短期集中プログラムやセミナー、個別分野向けのオープンイノベーション教育を絶え間なく

実施し、参加者を継続的に支援していくことで、起業家育成の好循環を生み出す。

【学生向け】学生の参加しやすい夏季（８～９月）、冬季（２～３月）に起業家支援の

短期集中プログラムを実施

スタートアップ創出ステージ支援

社会人向けPG

・ ６日間程度の短期集中プログラム（夏・冬開催）。
・ ハイブリット形式による開催で国内外から優秀な学生
が参加可能。
・ チームでの参加、またはプログラム中でのチームアップ。
・ 優秀者はPRE-STATION Aiのメンバーへ。

学生向けPG （全240人程度） （全240人程度）

・ 起業家講演会・勉強会・アイデア仮説検討等の
継続的な支援を実施。
・ 副業・兼業の促進による起業家の発掘・育成に
対応するフォーマットをつくり、起業家の創出を
加速させる。

特徴特徴

４ スタートアップの創出・育成支援【国内プロジェクト】スタートアップ創出ステージ支援

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学生向けPG（夏） 学生向けPG（冬）

超短期集中PG
(アイデア仮説検証等)

【社会人向け】

【学生向け】

超短期集中PG
(アイデア仮説検証等)

超短期集中PG
(アイデア仮説検証等)

講演会 講演会 講演会 講演会 講演会 講演会

勉強会勉強会 勉強会

スケジュール
（予定）

2024予算
4,073千円



スタートアップ創出ステージ支援

スタートアップコンテスト開催事業（新規）
2024予算

59,520千円

■目的 起業を目指す方及び創業間もないスタートアップを対象にしたコンテストの開催

■対象 起業を目指す方、創業間もないスタートアップ

■内容 ① 起業を目指す方を対象とした、起業支援一体型のビジネスプランコンテストを開催

② 創業間もないスタートアップを対象に、時流に合ったテーマを設定したピッチコンテストを開催

起業家創出促進事業

対象：起業を目指す方
賞金総額：6,000千円

特徴

スタートアップ成長支援事業

対象：スタートアップ
賞金総額：10,000千円×3回

特徴

将来ユニコーンとなりうる
優秀なスタートアップの誘引

成長見込みの高いスタートアップ
に対して事業推進に必要となる

資金を提供

目的
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機運醸成
オープンイノベーション

の土壌を作る

Matching Day
協業文化を作る

53

■目的 スタートアップと愛知県企業とのオープンイノベーションによるイノベーション創出

■対象 全国のスタートアップ、愛知県企業

■内容 ① 愛知県企業と全国のスタートアップとのマッチングイベント

② 製品化・事業化等に向けたアクセラレーションプログラムの実施

③ 首都圏等と愛知県内において、スタートアップと県内企業とのマッチングイベント 等

スタートアップとモノづくりとの融合支援

愛知県企業全国のスタートアップ

プラットフォーム

参加 参加

あいちマッチング（2019年度～）

実施スキーム
2023年度の内容

2023年度実績

20社

参加愛知県企業数 商談数

146件

協業業務提携数

アクセラ
レーション
プログラム

確認中

2024予算
27,400千円
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2024年度スケジュール（予定）

スタートアップの創業資金確保の支援

起業支援金（あいちスタートアップ創業支援事業費補助金）（2019年度～）

■目的 スタートアップの創出を資金面から支援する起業支援金を支給。その後、伴走支援

■対象 ① IT・デジタル分野（情報通信業）において急成長を目指す起業

② 革新的技術・技能（ビジネスモデル）を用いて急成長を目指す起業

③ Society5.0関連業種等の付加価値の高い産業分野での、事業承継又は第二創業により実施する事業

■内容 ① 補助対象事業にかかる経費に対し、上限200万円の補助（20件） 移住を伴う場合には100万円上乗せ補助

② 伴走支援の実施

2024予算
53,884千円

2022年度
実績 21件

支給件数

23件

交付決定件数

実績例 (2022年度）

採用拡大・在庫戦略の組み合わせた

製造現場のリアルデータ化プラッフォーム
（株式会社FACTORY X）

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

説明会

募集

期間

審査

交付

決定

起業支援金 交付対象事業期間

伴走支援

中間検査

実
績
報
告
書
提
出

確
定
検
査

起
業
支
援
金
支
払
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■目的 VCとのネットワークを構築、VCの当地域へのコミュニティへの参加を通じて、

スタートアップがVCと出会いやすい環境づくり

■対象 パートナーVC：シード／アーリー投資のVC

スタートアップ：シード／アーリーステージのスタートアップ

■内容 パートナーVCの認定、パートナーVCとスタートアップの定期的なマッチング／メンタリング機会の

提供、スタートアップの資金調達の勉強会を開催、事業会社とVCが交流する機会の提供

４ スタートアップの創出・育成支援【国内プロジェクト】 資金調達《直接金融》

あいちパートナーVC （2021年度～）

・ パートナーVCとスタートアップとの

定期的ミーティング機会を創出

・ 資金調達相談やメンタリング

・ VCを講師に資金調達の勉強会

・ スタートアップの資金調達の知見

を提供

・ VCと地場の事業会社とが交流

する仕掛けづくり

・ 事業会社のスタートアップへの

投資機運を醸成

ミートアップ
プログラム

勉強会

事業会社と
ＶＣの交流

2023年度 パートナーVC (15社)

スタートアップの資金調達支援《直接金融》
2024予算
3,626千円



① 愛知県のPRE-STATION Ai（「ステーションAi」早期支援拠点）に入居又はメンバー登録した者のうち、スタートアップ及び起業を志望する者並びに起

業から間がない者

② 「Aichi-Startupビジネスプランコンテスト」の書類選考を通過し、最終審査（デモデイ）に参加し、かつ、起業した者

③ 「海外スタートアップ支援機関連携推進事業」に参加し、提供されたプログラムを受けた者（一般向け講演会等のみに参加した者を除く。）

④ 「ローカル・グローバル連携スタートアップ支援事業」において実施するアクセラレータープログラムに選抜され、提供されたプログラムを受けた者

⑤ 「あいちスタートアップキャンプ」に参加し、メンタリングを受けた者

⑥ 「あいちマッチング」に参加し、企業と協業を開始した者

⑦ 「あいちスタートアップ創業支援事業費補助金（起業支援金）」の支給を受けた者

⑧ 「スタートアップ資金調達支援事業」に参加し、ピッチ又はVCと面談した者

⑨ 「STATION Aiパートナー拠点」において実施するスタートアップ支援プログラムに選抜され、提供されたプログラムを受けた者

⑩ 「愛知県新型コロナウイルス感染症対策新サービス創出支援事業費補助金」の支給を受けた者（スタートアップとして申請した者に限る）

⑪ 「Aichi Open innovation Accelerator（あいちアクセラレーター）」に選抜され、提供されたプログラムを受けた者 56

■目的 Aichi-Startup戦略に基づく支援を受けたスタートアップに対して、低利な融資を通じた資金面での支援

■対象 県の行うスタートアップ支援事業による支援を受けた者

■内容 県制度融資メニューの「創業等支援資金」の利率から0.3％の金利優遇

県の行うスタートアップ支援事業

スタートアップの資金調達支援【間接金融】

あいちスタートアップ制度融資（2019年度～）

４ スタートアップの創出・育成支援【国内プロジェクト】 資金調達《間接金融》スタートアップ創業資金確保の支援《間接金融》

融資対象者
①事業を営んでいない個人が、１か月以内に個人で又は２か月以内に会社を設立し事業を開始すること。
②事業を営んでいない個人が、個人又は会社で事業を開始後５年を経過していないこと など

融資限度額 ３，５００万円

融資期間・利率

３年 年０.８％
５年 年０.９％
７年 年１.０％

１０年 年１.１％（設備資金のみ）

※融資条件の詳細は愛知県信用保証協会又は愛知県融資制度取扱金融機関へお問い合わせください

スタートアップ推進課から承認を受けた者は左記の利率から０.３％の金利優遇

県制度融資メニュー経済環境適応資金【創業等支援資金】

2024予算
1,794億円

（全体）
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スタートアップ採用支援事業（2023年度～）

スタートアップの採用支援
2024予算

18,016千円

■目的 スタートアップ特有の人材採用の課題に対するサポート

■対象 主にシード・アーリー期のスタートアップ、スタートアップへの就労等を希望する者

■内容 ① スタートアップで働きたい方の情報を集約したタレントプールの構築及び管理

② 大企業人材のスタートアップへの研修出向の斡旋

③ スタートアップと求職者の人材マッチングイベントの開催

④ HR専門家によるスタートアップの採用・人材育成戦略構築等のサポート
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■目的 破壊的イノベーションを期待できる事業を社会実装させユニコーン企業を創出

■対象 大学発等ディープテック系スタートアップ

■内容 ① 採択スタートアップに対する複数年度にわたる支援及び、上限4,000万円/件×２件以上の

社会実装委託契約による支援（初年度限り）

② その他のスタートアップに対して、コミュニティづくりや相談対応等を実施 等

ディープテック支援

Aichi Deeptech Launchpad（2023年度～）
2024予算

140,452千円

研究開発費支給あり採択企業

研究開発費支給なし採択企業

実施スキーム

トータルコーディネート
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世界イノベーション創出都市の中核的プロジェクト

ものづくり企業

の展開方向

横展開
プラットフォー

ムビジネス
UXグロース

オープンイノ

ベーション

縦展開
特定技術特化型

ビジネス

グローバルニッ

チトップ
研究開発

方向 モデル 志向 手法

世界有数の愛知県による縦横（プロジェクトA・B）両軸による総合支援体制

プロジェクトA

プロジェクトB:知の拠点あいち重点研究プロジェクト

○ 大学等の研究シーズを活用したオープンイノベーションにより新技術の開発・
実用化を目指す産学行政連携の研究開発。

○ 最先端のシンクロトロン光利用施設の併設。

○ 高度な計測分析機器を用いた試験・分析により、革新的技術開発を促進。

プロジェクトB

STATION Ai
プロジェクトによる
革新ビジネス
創出・育成・展開
の総合支援

知の拠点あいち・
産業科学技術
センターによる
高度研究開発
支援

STATION Ai

知の拠点あいち

プロジェクトA：STATION Aiプロジェクト

○ 愛知県独自のスタートアップ・エコシステムの形成に向け、スタートアップ
の創出・育成・展開・誘致を図る。

○ 事業会社の入居によるスタートアップとのオープンイノベーションに向けた
付加価値創造。



Aichi-Startup
推進ネットワーク会議

あいち地域連携ネットワーク

・ あいち自動運転推進コンソーシアム

・ あいちロボット産業クラスター推進協議会
・ 愛知県IoT推進ラボ
・ 愛知ブランド企業ネットワーク総会
・ あいち事業承継ネットワーク
・ 商工会・商工会議所 など

Aichi-Startup戦略の策定

Aichi-Startup 
ネットワーク連携
（想定）
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５ 推進体制（エコシステムの重層的なヒエラルキー構造）

Aichi-Startup戦略（ローリングプラン）に基づく地域推進体制の構築・強化

あいちスタートアップ
エコシステムの形成を
推進する会議（母体）

スタートアップの創出

Aichi-Startup

コアチーム



あいおいニッセイ同和損保（株） （株）エフエム愛知 （株）コケナワ シンフォニア・プロパティーマネージメント（株） テレビ愛知（株）

（株）AIKIリオテック （株）エムエス製作所 （株）コメ兵 新明工業（株） （株）デンソー

愛三工業（株） （株）МＳセンター名古屋 志創醒研究所LLC （株）進和 （株）電通　中部支社

（株）ICMG （株）ＭＴＧ （株）コスモテック スイマー（株） （株）電通名鉄コミュニケーションズ

アイシン（株） （株）LAcubed （株）コーピー （株）スイムテック 東海エイチアール（株）

愛知国際会議展示場（株） ＬＴＶ特許事務所 （株）コンテンツ庵 （株）SUGEHARA & NA Associates 弁護士法人　東海総合

Ibis（株） A1A（株） ZAZA（株） （株）スタメン （株）東海テレビプロダクション

（株）Acompany 岡谷鋼機（株） （株）さくら STATION Ai（株） 東海テレビ放送（株）

AZAPA（株） （株）オプティマインド サクラ・ミライリソース 弁護士法人　スピカ （株）東海理化

（株）アックス （株）オプトフィット サスティナブル・ストーリー（株） （株）スピード 東海旅客鉄道（株）

（株）アドホック OpenStreet（株） （株）サーラコーポレーション （株）スペース二十四コミュニケーションズ 東京海上日動火災保険（株）

（株）アドライト オリンピア法律事務所 （株）三弘 （株）セカンドコンセプト 東邦ガス（株）

（株）アルタ ORTHOREBIRTH（株） システムメトリックス(株) セキスイハイム東海(株) 東朋テクノロジー（株）

（株）イデックスホールディングス 弁理士法人オンダ国際特許事務所 （株）J&J事業創造 セレンディップ・コンサルティング（株） 東和不動産（株）

（株）イナック （株）カチノデ （株）ジェイテクト （有）ZEROホールディングス 豊田エンジニアリング（株）

ＩＮＣＬＵＳＩＶＥ（株） （株）加藤工務店 （株）ジェイトップ （株）善都 豊田合成（株）

（株）宇佐美鉱油 川崎重工業（株） Ｊ．フロント リテイリング（株） ソフトバンク（株） トヨタ車体（株）

（株）UNERI 河村電器産業（株） ＣＮＶ（同） 損害保険ジャパン（株） トヨタ自動車（株）

Vanguard Industries(株) （株）CAMPFIRE Startups （株）シー・エム・バー 瀧上工業（株） （株）豊田自動織機

（株）AMN (株)キャディ 敷島製パン（株） タメスコ（株） 豊田通商（株）

（株）エクシング 久野金属工業(株) 昭和リース（株） 大日本コンサルタント（株） トヨタテクニカルディベロップメント㈱

（株）ＡＧＳコンサルティング （株）ＣＵＲＵＣＵＲＵ （株）ジースヌーズ 中央可鍛工業（株） トヨタプロモーション（株）

（株）エクサウィザーズ （株）CloudGear 篠原陽一税理士事務所 中央精機（株） （株）トライエッティング

ＳＭＣ（株） （株）クレディセゾン （株）商船三井 中京テレビ放送（株） トランコム（株）

ＳＭＢＣ日興証券（株） グローカルビジネスソリューションズ（株） ＪＡ三井リース（株） （株）知万宝 どんぐりピット（同）

（株）NTTデータ グロースリンク社会保険労務士法人 十六リース（株） 中部精機（株） 中川法律経営事務所

（株）NTTデータ東海 グロースリンク税理士法人 城南法律事務所 中部電力（株） 日本航空(株)

（株）エヌ・ティ・ティピー・シーコミュニケーションズ （株）ゲイン SyncMOF（株） （株）蔦屋書店 日本電気（株）

（株）エネファント （株）光建 （株）新東通信 （株）帝国データバンク 日本特殊陶業（株）

エバーコネクト（株） 小島プレス（株） 新日本法規出版（株） （株）テクニカルエージェント 日本貨物鉄道（株）東海支社
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金融機関 団体

日本ガイシ（株） （株）ホットスペース (株)八神製作所 愛知キャピタル（株） 愛知県雇用労働相談センター

日東工業㈱ ホーユー（株） （株）ワークハピネス （株）愛知銀行 （公財）あいち産業振興機構

neuet（株） （株）ＭＡＲＫコンサルタンツ （株）和ロボ 愛知県信用金庫協会 （一社）愛知県情報サービス産業協会

ネットプロテクションズ（株） （株）前田技研 （株）OnePile 愛知県信用保証協会 有限責任 あずさ監査法人

（株）ノリタケカンパニーリミテド （株）前田鉄工所 （株）ＭＴＧ Ventures 一宮商工会議所

（株）Harmony For Meister（株） （株）大垣共立銀行 EY新日本有限責任監査法人

（株）博展 学び舎ｍｏｍ（株） （株）OKBキャピタル 大府商工会議所

（株）博報堂プロダクツ 丸糸（株） （株）商工組合中央金庫 春日井商工会議所

（株）働きごこち研究所 丸紅（株） （株）ジャフコ 蒲郡商工会議所

（株）ハッシン会議 丸山洋一郎司法書士事務所 （株）十六銀行 特定非営利活動法人くるくる

弁理士法人服部国際特許事務所 三浦法律事務所 大和証券（株） （独）国際協力機構中部センター

弁理士法人 HARAKENZO WORLD PATENT & TRADEMARK 三井住友海上火災保険（株） （株）中京銀行 国際連合地域開発センター

原田車両設計（株） 三菱自動車工業(株) 東海東京証券（株） 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター 

（株）一旗 三菱重工業(株)宇宙事業部 東洋証券（株） 監査法人コスモス

ピノべーション（株） 三菱電機（株） （株）名古屋銀行 （株）サイエンス・クリエイト

（株）氷感サプライ 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（株） （株）名古屋証券取引所 自然科学研究機構分子科学研究所

ヒョウタン商事 （株）ミライプロジェクト 名古屋中小企業投資育成（株） （独）中小企業基盤整備機構 中部本部

（株）Photo electron Soul 武蔵精密工業（株） （株）日本政策金融公庫 （一社）中部経済連合会

（株）フォワードインターナショナル 明治安田生命名古屋本部 NOBUNAGAキャピタルビレッジ（株） 中部ニュービジネス協議会

（株）FUJI （株）メイホーホールディングス 野村證券（株） 東海若手起業塾実行委員会

（株）富士インダストリーズ　中部支店 盟和精工（株） 浜松ホト二クス・コーポレート・ベンチャー・キャピタル（株）有限責任監査法人トーマツ

（株）富士カーボン製造所 メンタルコンパス（株） フューチャーベンチャーキャピタル（株） 豊川総合用水土地改良区

富士通（株） （株）yaotomi 碧海信用金庫 （独）国立高等専門学校機構　豊田工業高等専門学校

Plug and Play Japan（株） 八洲建設（株） （株）みずほ銀行 豊橋商工会議所

ブラザー工業（株） ライフイズテック（株） （株）三井住友銀行 (公財)名古屋産業振興公社

Plus Fukushi（株） 菱電商事（株） 三菱ＨＣキャピタル（株） 名古屋商工会議所

ふれAI （株）リードル （株）三菱ＵＦＪ銀行 日本公認会計士協会

プロトスター（株） （株）Liberaware （株）日本能率協会コンサルティング

（株）プロドローン リンクウィズ（株） 日本貿易振興機構（ジェトロ）　名古屋貿易情報センター

（株）ヘルスケアシステムズ （株）Luup PwCあらた有限責任監査法人
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５ 推進体制（Aichi-Startup推進ネットワーク会議メンバー）3
団体 行政 大学

（一社）Project INTEGRA 財務省東海財務局 愛知県立芸術大学

ミッドランド・インキュベーターズ 総務省東海総合通信局 愛知県立大学

（一社）未来創造 中部経済産業局 岐阜大学

愛知県 椙山女学園大学

名古屋市 中京大学

豊橋市 中部大学

岡崎市 豊田工業大学

半田市 豊橋技術科学大学

春日井市 名古屋工業大学

豊川市 名古屋産業大学

刈谷市 名古屋商科大学

豊田市 名古屋市立大学

西尾市 名古屋大学

常滑市 日本福祉大学

稲沢市 藤田医科大学

大府市 三重大学

日進市 名城大学

北名古屋市 学識経験者

幸田町 愛知工業大学　参事　間瀬 好康

豊橋創造大学　教授　鈴木 宏幸

名古屋大学大学院　教授　安田 孝美

三重大学大学院　教授　平井 淳之

情報経営イノベーション専門職大学

客員教員　苔縄 義宗

名古屋大学ディープテックシリアルイノベーションセン

ター　客員教授　柴山 政明

63(2024年3月1日現在 310団体6学識経験者）





［問合せ先］

Aichi-Startup推進ネットワーク会議事務局

〔愛知県経済産業局革新事業創造部スタートアップ推進課〕

〔https://www.aichi-startup.jp/〕
Aichi-Startup推進ネットワーク会議ポータルサイト

〔https://www.pref.aichi.jp/soshiki/startup/〕

愛知県経済産業局革新事業創造部スタートアップ推進課Webサイト

〔https://stationai.co.jp/〕
STATION Ai (株) HP


